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札幌圏都市計画地区計画の変更（札幌市決定） 
 
 

都市計画南あいの里地区地区計画を次のように変更する。 
 
１ 地区計画の方針 

名   称 南あいの里地区地区計画 

位   置 札幌市北区南あいの里 3丁目の一部、4丁目、5丁目、6丁目及び 7丁目 

区   域 計画図表示のとおり 

面   積 ４９．３ ha 

 
地区計画の 
目標 

 

当地区は、都心部から北東 11kmに位置し、北側は JR学園都市線を挟み「あい
の里地区｣、西側は既成市街地、南・東側は市街化調整区域となっており、地区の

北側中央には、JR「あいの里教育大駅」があり、組合施行の土地区画整理事業に
より良好な市街地が形成されている。 
そこで、地区計画の策定により、当該土地区画整理事業の事業効果の維持・増進

を図り、あわせて地区の特性に応じた土地利用と建築物等に関する計画を定めるこ

とによって、郊外住宅地にふさわしい良好な住宅市街地の形成を図ることを目標と

する。 

区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針 

土地利用の 
方針 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当該土地区画整理事業の土地利用計画を基本としつつ、当地区を次の６地区に区

分し、それぞれの地区にふさわしい適正な土地利用を図る。 
１ 低層専用住宅地区 

閑静で落ち着きのある住宅市街地が形成されるよう、戸建の専用住宅を主体と

した地区とする。 
２ 低層戸建住宅地区 

専用住宅のほか、小規模な店舗、事務所を兼ねる住宅等が立地できる地区とす

る。 
３ 一般住宅地区 

住宅のほかに、小規模な店舗・事務所及び集合住宅等が立地できる地区とする。 
４ 厚生・福祉関連地区 

厚生施設及び社会福祉関連施設等が立地できる地区とする。 
５ 利便・集合住宅地区 

駅前地区に隣接する地区であることから、周辺地域住民の利便性を考慮した日

用品販売店舗、及び集合住宅等が立地できる地区とする。 
６ 駅前地区 

JR駅に隣接する地区で、駅前広場も整備されることから、地区内の中心的な
街区にふさわしい土地利用が図られる地区とする。 
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区

域

の

整

備

・

開

発

及

び

保

全

に

関

す

る

方

針 

地区施設の 
整備の方針 

地区内の区画道路については、当該土地区画整理事業により整備されるので、こ

の地区施設の機能の維持及び保全を図る。 

建築物等の 
整備の方針 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地区計画の目標及び土地利用の方針に基づき、建築物等に関する制限を次のよう

に定める。 
１ 住宅市街地としての環境保全と商業その他の業務機能の増進が図られるよう、

それぞれの地区の土地利用にふさわしい「建築物等の用途の制限」を定める。 
２ 北国としての良好な住環境の形成に必要な敷地を確保するため、また、健全な

商業業務等の機能の確保をはかるため、「建築物の敷地面積の最低限度」を定め

る。 
３ うるおいとゆとりのあるまちなみを形成するため、住宅地にあっては敷地の道

路に面する部分には生け垣、樹木等の植栽による緑化が図られるよう、また商業

業務地等にあっては、道路沿いに周辺と調和した適正な空地を確保するため、「建

築物の壁面の位置の制限」を定める。 
４ 一般住宅地区及び厚生・福祉関連地区、利便・集合住宅地区にあっては、整然

としたまちなみの形成を図るため、「建築物の高さの最高限度」を定める。 
５ 「建築物等の形態又は意匠の制限」として低層専用住宅地区にあっては、閑静 
な戸建住宅地にふさわしいまちなみの景観の形成が図られるよう、広告・看板類 
の制限を定める。 

６ 宅地の緑化推進の効果を高め、緑を通じてへい超しに会話のできる開かれた明

るいまちとするため、住宅地にあっては、「垣又はさくの構造の制限」として、

へいの高さの制限を定める。 
 

その他当該地区の整

備・開発及び保全に関

する方針 

良好な住環境を形成するため、宅地の地盤面は周囲の生活環境を損なわ

ない高さとする。 
 

 
 



 

２
 
地
区
整
備
計
画
 
（
そ
の
1）
 
 
 
 
 
 
 
 

名
 
 
称
 

南
あ
い
の
里
地
区
 

区
 
 
域
 

 
計
画
図
表
示
の
通
り
 

面
 
 
積
 

４
３
．
９
 
ｈ
ａ
 

建 築 物 等 に 関 す る 事 項
 

 
 

地
区
 

の
 

区
分
 

名
 称
 

低
層
専
用
住
宅
地
区
 

低
層
戸
建
住
宅
地
区
 

一
般
住
宅
地
区
 

面
 積
 

 
２
８
．
５
 
ｈ
ａ
 

９
．
１
 
ｈ
ａ
 

１
．
１
 
ｈ
ａ
 

建
築
物
等
の
用
途

の
制
限
 

 
次
の
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
（
第
１
号
か
ら
第
４
号
ま
で
の
２

以
上
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）
及
び
こ
れ
に
附
属
す
る
建
築
物

以
外
の
建
築
物
は
、
建
築
し
て
は
な
ら
な
い
。
 

(1
) 
住
宅
（
３
戸
以
上
の
長
屋
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）
 

(2
) 
住
宅
で
、
学
習
塾
、
華
道
教
室
、
囲
碁
教
室
そ
の
他
こ
れ
ら

に
類
す
る
用
途
を
兼
ね
る
も
の
又
は
出
力
の
合
計
が
0.
75
kW
以

下
の
原
動
機
を
使
用
す
る
美
術
品
若
し
く
は
工
芸
品
を
製
作
す

る
た
め
の
ア
ト
リ
エ
若
し
く
は
工
房
の
用
途
を
兼
ね
る
も
の

（
次
の
ア
及
び
イ
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。）
 

ア
 
住
宅
以
外
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
50

㎡
以
下
の
も
の
 

イ
 
住
宅
以
外
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
延

べ
面
積
の
２
分
の
１
以
下
の
も
の
 

(3
) 
前
２
号
か
ら
な
る
２
戸
の
長
屋
 

(4
) 
共
同
住
宅
（
３
戸
以
上
の
も
の
を
除
く
。）
 

(5
) 
公
衆
便
所
及
び
公
益
上
必
要
な
建
築
物
（
建
築
基
準
法
施
行

令
第
13
0
条
の
4
第
3
号
及
び
第
５
号
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。）
 

 

 
次
の
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
（
第
１
号
か
ら
第
4
号
ま
で
の
２

以
上
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）
及
び
こ
れ
に
附
属
す
る
建
築
物

以
外
の
建
築
物
は
、
建
築
し
て
は
な
ら
な
い
。
 

(1
) 
住
宅
（
３
戸
以
上
の
長
屋
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）
 

(2
) 
住
宅
で
、
事
務
所
、
店
舗
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
用
途
を

兼
ね
る
も
の
（
次
の
ア
か
ら
ウ
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
も
の
に

限
る
。）
 

ア
 
住
宅
以
外
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
用
途
が
、
建
築
基
準

法
施
行
令
第
13
0
条
の
３
各
号
に
掲
げ
る
用
途
の
も
の
 

イ
 
住
宅
以
外
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
50

㎡
以
下
の
も
の
 

ウ
 
住
宅
以
外
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
延

べ
面
積
の
２
分
の
１
以
下
の
も
の
  

(3
) 
前
２
号
か
ら
な
る
２
戸
の
長
屋
 

(4
) 
共
同
住
宅
（
３
戸
以
上
の
も
の
を
除
く
。）
 

(5
) 
幼
稚
園
又
は
集
会
所
 

(6
) 
老
人
ホ
ー
ム
、
保
育
所
、
身
体
障
害
者
福
祉
ホ
ー
ム
そ
の
他

こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
 

(7
) 
診
療
所
 

(8
) 
巡
査
派
出
所
、
公
衆
電
話
所
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
公
益

上
必
要
な
建
築
物
（
建
築
基
準
法
施
行
令
第
13
0
条
の
４
各
号

に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。）
 

次
の
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
は
、
建
築
し
て
は
な
ら
な
い
。
 

(1
) 
店
舗
、
飲
食
店
、
事
務
所
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
用
途
（
建

築
基
準
法
施
行
令
第
13
0
条
の
３
第
１
号
若
し
く
は
第
７
号
又
は

第
13
0
条
の
５
の
３
各
号
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
店
舗

等
の
用
途
」
と
い
う
。）
に
供
す
る
建
築
物
の
う
ち
、
店
舗
等
の

用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
50
0
㎡
を
超
え
る
も
の
 

(2
) 
ホ
テ
ル
又
は
旅
館
 

(3
) 
自
動
車
教
習
所
 

(4
) 
ボ
ー
リ
ン
グ
場
、
ス
ケ
ー
ト
場
、
水
泳
場
、
ス
キ
ー
場
、
ゴ
ル

フ
練
習
場
又
は
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
練
習
場
 

建
築
物
の
敷
地
面

積
の
最
低
限
度
 

１
８
０
㎡
 

１
８
０
㎡
 

２
０
０
㎡
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低
層
専
用
住
宅
地
区
 

低
層
戸
建
住
宅
地
区
 

一
般
住
宅
地
区
 

建 築 物 等 に 関 す る 事 項
 

 
 

建
築
物
の
壁
面
の

位
置
の
制
限
 

道
路
境
界
線
（
隅
切
部
分
を
除
く
｡）
か
ら
建
築
物
の
外
壁
又
は

こ
れ
に
代
わ
る
柱
（
以
下
「
外
壁
等
」
と
い
う
。）
の
面
ま
で
の
距

離
の
最
低
限
度
は
１
.5
ｍ
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
限
度
に
満
た

な
い
距
離
に
あ
る
建
築
物
又
は
建
築
物
の
部
分
が
次
の
各
号
の
一

に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

(1
) 
車
庫
、
物
置
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
用
途
に
供
し
、
軒
の

高
さ
が
２
.3
ｍ
以
下
で
あ
る
こ
と
。
 

(2
) 
外
壁
等
の
中
心
線
の
長
さ
の
合
計
が
４
ｍ
以
下
で
あ
る
こ

と
。
 

  

 

道
路
境
界
線
（
隅
切
部
分
を
除
く
｡）
か
ら
建
築
物
の
外
壁
又
は

こ
れ
に
代
わ
る
柱
（
以
下
「
外
壁
等
」
と
い
う
。）
の
面
ま
で
の
距

離
の
最
低
限
度
は
１
.5
ｍ
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
限
度
に
満
た

な
い
距
離
に
あ
る
建
築
物
又
は
建
築
物
の
部
分
が
次
の
各
号
の
一

に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

(1
) 
車
庫
、
物
置
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
用
途
に
供
し
、
軒
の

高
さ
が
２
.3
ｍ
以
下
で
あ
る
こ
と
。
 

(2
) 
外
壁
等
の
中
心
線
の
長
さ
の
合
計
が
４
ｍ
以
下
で
あ
る
こ

と
。
 

  

 

敷
地
境
界
線
か
ら
建
築
物
の
外
壁
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
柱
（
以
下

「
外
壁
等
」
と
い
う
｡）
の
面
ま
で
の
距
離
の
最
低
限
度
は
、
都
市

計
画
道
路
「
南
あ
い
の
里
中
央
通
」
の
道
路
境
界
線
（
隅
切
部
分
を

除
く
。）
か
ら
の
距
離
に
あ
っ
て
は
２
ｍ
、
そ
の
他
の
道
路
境
界
線

（
隅
切
部
分
を
除
く
｡）
及
び
、
隣
地
境
界
線
か
ら
の
距
離
に
あ
っ

て
は
１
ｍ
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
限
度
に
満
た
な
い
距
離
に
あ
る

建
築
物
又
は
建
築
物
の
部
分
が
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合

に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

(1
) 
車
庫
、
物
置
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
用
途
に
供
し
、
軒
の
高

さ
が
２
.3
ｍ
以
下
で
あ
る
こ
と
。
 

(2
) 
外
壁
等
の
中
心
線
の
長
さ
の
合
計
が
４
ｍ
以
下
で
あ
る
こ
と
。
 

建
築
物
の
高
さ
の

最
高
限
度
 

 
 

１
５
ｍ
 

建
築
物
等
の
形
態

又
は
意
匠
の
制
限
 

 
自
己
の
用
に
供
す
る
広
告
物
（
札
幌
市
屋
外
広
告
物
条
例
（
平

成
10
年
条
例
第
43
号
）
第
11
条
第
２
項
第
１
号
に
規
定
す
る
自

家
用
広
告
物
を
い
う
。）
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も

の
は
建
築
物
に
表
示
し
、
又
は
築
造
設
置
し
て
は
な
ら
な
い
。
 

(1
) 
独
立
し
て
築
造
設
置
す
る
広
告
塔
、
広
告
板
類
（
突
出
し
広

告
、
三
角
柱
広
告
、
立
看
板
な
ど
を
含
む
｡)
で
次
の
ア
か
ら
エ

ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
 

 
ア
 
高
さ
（
脚
長
を
含
む
｡)
が
３
ｍ
を
超
え
る
も
の
 

 
イ
 
一
辺
（
脚
長
を
除
く
｡)
の
長
さ
が
１
.2
ｍ
を
超
え
る
も
の
 

 
ウ
 
表
示
面
積
（
表
示
面
が
２
以
上
の
と
き
は
、
そ
の
合
計
）

が
１
㎡
を
超
え
る
も
の
 

 
エ
 
刺
激
的
な
色
彩
又
は
装
飾
を
用
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

美
観
風
致
を
損
な
う
も
の
 

(2
) 
建
築
物
に
表
示
す
る
広
告
、
看
板
類
で
、
前
号
イ
か
ら
エ
ま

で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
 

  

 

垣
又
は
さ
く
の
構

造
の
制
限
 

 
道
路
に
面
す
る
へ
い
（
公
園
、
雨
水
貯
留
池
、
河
川
敷
地
及
び

緑
地
内
に
設
け
る
も
の
を
除
く
。）
の
高
さ
は
１
.2
ｍ
以
下
と
す

る
。
た
だ
し
、
生
け
垣
は
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

道
路
に
面
す
る
へ
い
（
河
川
敷
地
内
に
設
け
る
も
の
を
除
く
。）

の
高
さ
は
１
.2
ｍ
以
下
と
す
る
。
た
だ
し
、
生
け
垣
は
こ
の
限
り

で
な
い
。
 

 
 
 

備
 
 
考
 

用
語
の
定
義
及
び
面
積
、
高
さ
等
の
算
定
方
法
に
つ
い
て
は
、
建
築
基
準
法
及
び
同
法
施
行
令
の
例
に
よ
る
。
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２
 
地
区
整
備
計
画
 
（
そ
の
２
）
 

建 築 物 等 に 関 す る 事 項
 

地
区
 

の
 

区
分
 

名
 称
 

厚
生
・
福
祉
関
連
地
区
 

利
便
・
集
合
住
宅
地
区
 

駅
前

地
区
 

面
 積
 

１
．
５
 
 
ｈ
ａ
 

２
．
１
 
 
ｈ
ａ
 

１
．
６
 
 
ｈ
ａ
 

建
築
物
等
の
用

途
の
制
限
 

 
次
の
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
は
、
建
築
し
て
は
な
ら
な
い
。
 

(1
) 
住
宅
（
建
築
物
の
一
部
を
住
宅
の
用
途
に
供
す
る
も
の
を
含
み
、

３
戸
以
上
の
長
屋
を
除
く
）
 

(2
) 
２
戸
の
共
同
住
宅
 

(3
) 
店
舗
又
は
飲
食
店
（
建
築
基
準
法
施
行
令
第
13
0
条
の
５
の
３

第
２
号
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。）
で
、
そ
の
用
途
に
供
す
る
部
分

の
床
面
積
の
合
計
が
50
0
㎡
を
超
え
る
も
の
 

(4
) 
ホ
テ
ル
又
は
旅
館
 

(5
) 
自
動
車
教
習
所
 

 
次
の
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
は
、
建
築
し
て
は
な
ら
な
い
。
 

(1
) 
住
宅
（
建
築
物
の
一
部
を
住
宅
の
用
途
に
供
す
る
も
の
及
び
３

戸
以
上
の
長
屋
を
除
く
）
 

(2
) 
２
戸
の
共
同
住
宅
 

(3
) 
ホ
テ
ル
又
は
旅
館
 

(4
) 
自
動
車
教
習
所
 

次
の
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
は
、
建
築
し
て
は
な
ら
な
い
。
 

(1
) 
住
宅
（
建
築
物
の
一
部
を
住
宅
の
用
途
に
供
す
る
も
の
を

含
み
、
３
戸
以
上
の
長
屋
を
除
く
）
 

(2
) 
２
戸
の
共
同
住
宅
 

(3
) 
ホ
テ
ル
又
は
旅
館
 

(4
) 
自
動
車
教
習
所
 

建
築
物
の
敷
地

面
積
の
最
低
限

度
 

１
，
０
０
０
㎡
 

３
０
０
㎡
 

５
０
０
㎡
 

建
築
物
の
壁
面

の
位
置
の
制
限
 

道
路
境
界
線
（
隅
切
部
分
を
除
く
｡）
か
ら
建
築
物
の
外
壁
又
は
こ

れ
に
代
わ
る
柱
の
面
ま
で
の
距
離
の
最
低
限
度
は
２
ｍ
と
す
る
。
 

１
 
都
市
計
画
道
路
「
南
あ
い
の
里
通
」、
都
市
計
画
道
路
「
南
あ
い

の
里
中
央
通
」
及
び
区
画
道
路
Ａ
の
道
路
境
界
線
（
隅
切
部
分
を

除
く
。）
か
ら
建
築
物
の
外
壁
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
柱
の
面
ま
で
の

距
離
の
最
低
限
度
は
、
２
ｍ
と
す
る
。
 

２
 
前
項
の
道
路
を
除
く
道
路
境
界
線
（
隅
切
部
分
を
除
く
。）
か
ら

建
築
物
の
外
壁
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
柱
の
面
ま
で
の
距
離
の
最
低

限
度
は
、
１
ｍ
と
す
る
。
 

 

道
路
境
界
線
（
隅
切
部
分
を
除
く
。）
か
ら
建
築
物
の
外
壁
又

は
こ
れ
に
代
わ
る
柱
の
面
ま
で
の
距
離
の
最
低
限
度
は
２
ｍ
と

す
る
。
 

建
築
物
の
高
さ

の
最
高
限
度
 

１
５
ｍ
 

２
０
ｍ
 

 

備
 
 
考
 

 
用
語
の
定
義
及
び
面
積
、
高
さ
等
の
算
定
方
法
に
つ
い
て
は
、
建
築
基
準
法
及
び
同
法
施
行
令
の
例
に
よ
る
。
 

理
 

由
 

当
地
区
の
交
通
利
便
性
を
高
め
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
効
果
の
維
持
及
び
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
当
地
区
の
北
側
中
央
に
位
置
す
る
JR
「
あ
い
の
里
教
育
大
駅
」
に
お
い
て
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
交
通
結
節
点
と
し
て
の
機
能
向
上
を
実
現
す
る
た
め
、
地
区
計
画
を
変
更
す
る
も
の
で
あ
る
。
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Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ
Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

札
幌

市

北
区

篠
路
町
拓
北

あ
い
の
里
教
育
大
駅

南
あ
い
の
里
ほ
た
る
橋

南 あ い の 里 中 央 橋

南
あ
い
の
里
こ
も
れ
び
橋

南
あ
い
の
里
ひ
よ
こ
橋

北
９
号
橋

東
光
ス
ト
ア

ｉ
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ

土
地
区
画
整
理
組
合

あ
い
の
里

白
ゆ
り
南
あ
い
の
里

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

市
民
生
協

道 医 療 大 学 病 院

あ
い
の
里
郵
便
局

拓
北
・
あ
い
の
里
地
区
セ
ン
タ
ー

拓
北
・
あ
い
の
里
町
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

ー空 気 輸 送 セ ン タ

札 幌 市 廃 棄 物

北
海
道
医
療
大
学

北
海
道
拓
北
養
護
学
校

札
幌
あ
い
の
里
キ
ャ
ン
パ
ス

あ い の 里 児 童 会 館

南
あ
い
の
里
公
園

こ
も
れ
び
公
園

南
あ
い
の
里

す
ず
ら
ん

拓
北

あ
い
の
里
東
公
園

公
園

か っ こ う 公 園

あ い の 里

た
ん
ぽ
ぽ
公
園

あ
い
の
里

き
の
こ
公
園

あ
い
の
里

（
工
事
中
）

（
工
事
中
）

（
工
事
中
）

Ｗ

街
区
公
園

街
区

公
園

雨
水
貯
留
池

雨
水
貯
留
池

雨
水
貯
留
池

近
隣
公
園

低
層
専
用
住
宅
地
区

低
層
戸
建
住
宅
地
区

（
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
）

一
般
住
宅
地
区

（
第

一
種

住
居

地
域
）

駅
前

地
区

（
近

隣
商

業
地

域
）

凡
例

厚
生
・
福
祉
関
連
地
区

（
第

一
種

住
居

地
域
）

利
便
・
集
合
住
宅
地
区

（
第

一
種

住
居
地

域
）

地
区
整
備
計
画
区
域

（
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
）

地
区
計
画
区
域

縮
尺 0
50
m
10
0
m

札
幌
圏
都
市
計
画

南
あ
い
の
里
地
区

地
区
計
画

計
画
図

区
画
道
路
Ａ



-8- 

変更説明書（新旧対照表） 
 
札幌圏都市計画南あいの里地区地区計画 
 
 
変更内容 

当地区の北側中央に位置する JR「あいの里教育大駅」における南口駅舎の建築に伴い、「駅前地区」の地区
整備計画区域から、駅前広場を除外する。 
 
 
１ 地区計画の方針 

事 項 
計画内容 

新 旧 

位 置 札幌市北区南あいの里 3丁目の一部、4丁

目、5丁目、6丁目及び7丁目 
札幌市北区篠路町拓北の一部 

地区計画の目標 

当地区は、都心部から北東 11km に位置

し、北側は JR 学園都市線を挟み「あいの

里地区｣、西側は既成市街地、南・東側は

市街化調整区域となっており、地区の北側

中央には、JR「あいの里教育大駅」があり、

組合施行の土地区画整理事業により良好

な市街地が形成されている。 

そこで、地区計画の策定により、当該土

地区画整理事業の事業効果の維持・増進を

図り、あわせて地区の特性に応じた土地利

用と建築物等に関する計画を定めること

によって、郊外住宅地にふさわしい良好な

住宅市街地の形成を図ることを目標とす

る。 

当地区は、都心部から北東 11km に位置

し、北側は JR 学園都市線を挟み「あいの

里地区｣、西側は既成市街地、南・東側は

市街化調整区域となっており、地区の北側

中央には、JR「あいの里教育大駅」があり、

現在、組合施行の土地区画整理事業による

宅地開発が進められている。 

そこで、地区計画の策定により、当該土

地区画整理事業の事業効果の維持・増進を

図り、あわせて地区の特性に応じた土地利

用と建築物等に関する計画を定めること

によって、郊外住宅地にふさわしい良好な

住宅市街地の形成を図ることを目標とす

る。 

区
域
の
整
備
・
開
発
及
び

保
全
に
関
す
る
方
針 

建築物等の 

整備の方針 

地区計画の目標及び土地利用の方針に

基づき、建築物等に関する制限を次のよう 

に定める。 

１ 住宅市街地としての環境保全と商業

その他の業務機能の増進が図られるよ

う、それぞれの地区の土地利用にふさわ

しい「建築物等の用途の制限」を定める。 

２～６（省略） 

地区計画の目標及び土地利用の方針に

基づき、建築物等に関する制限を次のよう 

に定める。 

１ 住宅市街地としての環境保全と商業

その他の業務機能の増進が図られるよ

う、それぞれの地区の土地利用にふさわ

しい「建築物の用途の制限」を定める。 

２～６（省略） 

 
 

２ 地区整備計画（その１） 

事 項 
計画内容 

新 旧 

面積 ４３．９ ha ４４．２ ha 

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項 

（制限事項

名称） 
建築物等の用途の制限 建築物の用途の制限 

地区 

の 

区分 

駅前地区 １．６ ha 駅前地区 １．９ ha 
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新旧対照図 
札幌圏都市計画南あいの里地区地区計画 

新 

 

旧 

 

変更内容 
当地区の北側中央に位置するJR「あいの里教育大駅」における南口駅舎の建築に伴い、「駅前地区」の地区整備計画区域

から、駅前広場を除外する。 

 


